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平成23年 3 月11日（金）11時20分ごろ， 1 泊 3 日の
モスクワ出張を終え，アエロフロート575便で成田に
着陸した．定刻よりも早めに到着したので， 1 時間早
い「はやて29号」に乗車し，余裕をもって当日16時30
分からの入学試験実施本部会議に間に合うよう14時37
分に仙台駅に到着することができた．すぐにタクシー
で片平本部に向かい，14時45分本部事務機構前に到着
した．タクシーを降りようとしたその瞬間，車両が上
下に弾み，何が起こったか瞬時には理解できなかった．
直後，史料館のスレートの屋根瓦がガラガラと音を立
てて落下し，松の木がぐらぐらと揺れ動くのを見て，
地震だと悟った．揺れはなかなか収まらずこれまでに
経験したことのないほど長い時間揺れ動いていた．あ
の東北地方太平洋沖地震が起こった瞬間である．
15時30分，根元理事が本部長代理として災害対策本
部を立ち上げ，各部局の安否確認が始まった．地震直
後に停電，断水，そして携帯電話がつながらない状況
になった．各部局には本部事務機構の職員が自転車あ
るいは徒歩で駆け付け情報収集にあたった．雪がちら
ついてきた．仙台市内にある 5 つのキャンパスから
次々と連絡が入ってきた．建物の被害はあるがけが人
なし，死亡なしの連絡であった．高等教育開発推進セ
ンターも川内北キャンパスにいた者は無事であった
が，全員の安否確認には程遠く，構成員の無事を祈り
つつ，引き続き安否確認の指示をした．
3 月12日（土）は後期日程試験が予定されていたが，
実施延期となった．川内体育館には避難者が集まって
きていた．学生が主体であったが，一部近所の方もいた．
また，本学を受験しに来ていた親子も避難所にいた．
東北大学として毛布の配布やストーブの設置など，で
きる限りのことを行った．川内に行くと合同研究棟の
ペントハウスが崩れ，危険な状態になっていたので，
高等教育開発推進センター教職員に許可なしに合同研
究棟への入棟を禁止した．宮城県牡鹿郡女川町にある
私の研究室の消息は全く分からず，しばしば襲ってく
る不安感に背筋の悪寒，筋肉の緊縮感を断続的に感じ
ていた．心配で睡眠もとれていないはずなのに眠気は
全く感じることができなかった．
3 月13日（日）朝，救助ヘリコプターのパイロット
に沿岸の状況を聞く．極めて重篤な被害状況を知らさ
れる．空から見ると女川は壊滅状態で，家がほとんど
流れ，人影も見えないという．当時研究室にいた11名
の安否を思うと，胸が焼かれるような思い，心配で震
えるような思いにとらわれ，なす術のない自分の無力
を感じた．夕方，暗くなって間もなく，研究室の大学
院生の父親が女川に捜索に行き，院生 2 名を救助して
きた．院生本人が片平のオフィスに来て状況説明をし
た．研究室にいた11名全員無事で，女川の高台にある
海泉閣という宿泊施設に避難していることが判明し
た．夜になっていたが直ちに車で女川に向い，教員 1
名と外来の研究員 2 名を救出した．帰路，午前 1 時ご
ろ，50cm程度の津波が打ち寄せ，海岸沿いの道路が
冠水，一時通れなくなった．恐れていた二次災害に遭
遇かと思ったが，10分ぐらいで海水が海に戻っていき，
無事仙台に戻ったのは翌日の午前 4 時を過ぎていた．
3 月14日（月）高等教育開発推進センターの安否未
確認者の多くが国内出張，外国出張等に行っているこ
とが判明．ほとんどの教職員と連絡が取れ，心が徐々
に穏やかになってきた．
怒涛のように 3 日間が過ぎ， 3 月15日（火）に部局
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長連絡会議が開催され，以降，徐々に復旧に向かって
動き出した．停電，断水，ガス供給停止，ガソリン不
足，公共交通機関の不通や乱れは続き，食料調達もま
まならぬ状況は 1 週間続いたが，山形からの野菜の供
給や，一部プロパンガス使用の食堂の開業，弁当の販
売などが増え，一番丁通りは恰も「闇市」の雰囲気を
醸し出していた．
高等教育開発推進センターでは私，関内副センター
長，各部長，高橋教育学生支援部長によるミーティン
グを随時行い，復旧，復興に向けた協議を続けていっ
た．その中で，高等教育開発推進センターの教職員に
状況説明と協力体制を作ることを目的として，震災発
生 1 週間後の 3 月18日（金）に本センター教職員全員
の安否が確認できたことと本センターの活動状況を記
載したメッセージを第 1 弾としてホームページに掲載
した．続いて 3 月22日には第 2 弾として，教員集会開
催のお知らせとともに皆さんと協力して前向きに進む
気持ちを込めたメッセージを発信し， 3 月28日には第
3 弾として川内講義棟を避難研究室として活用し始め
たこと，自宅待機命令の解除とともに復興活動を呼び
かけるメッセージを掲載した．さらに震災後 1 か月目
にあたる 4 月11日には第 4 弾として入学式やオリエン
テーションなどの学事日程の決定通知とこの震災に対
応した新たな研究の展開に向かって，本センター教員
が共に飛躍する気持ちをメッセージに込めた．そして，
入学式，入学オリエンテーションが行われ，大学全体
の教育研究活動が本格稼働し始めた 5 月10日には本セ
ンター教員に向けたメッセージから，震災後の高等教
育開発推進センターの活動を振り返って対外的説明を
目的とした挨拶文としてホームページに掲載した（資
料参照）．
この一連の活動を通じて，高等教育開発推進セン
ターは教職員の相互の理解が進み，協働の雰囲気が醸
し出され，復旧，復興そして飛躍への一歩を感じるに
至った．震災は確かに多くの被害を我々に与え，一時
的には意欲の減衰ももたらしたことは確かであるが，
一方でセンター教職員全体の相互理解が進み，共同研
究，意見交換，学術共同企画の新たな展開が起こって
きたことも事実である．本センターの教職員がお互い
イーブンパートナーシップの意識のもとにますます発
展することを期待してやまない．
HP掲載文
高等教育開発推進センター教職員の皆様へ（平成
23年 3 月18日）
3 月11日（金）に発生しました東北地方太平洋大地震，
未曾有の巨大津波により被災されましたすべての方々
にお見舞い申し上げます．また，この地震直後より高
等教育開発推進センターのサーバーが被害を受け，教
職員の皆様と連絡がスムースに取れませんでしたこと
をお詫び申し上げます．尚，現在もサーバーは修復作
業中ですが，本学のホームページに仮リンクしました
サイトを使いまして皆様にご連絡をしております．
高等教育開発推進センターは地震発生後，本学にお
られました皆様に関しましては無事に安全確認ができ
ました．その後，携帯電話やメール等の手段により安
否確認をいたしましたところ，本センター所属のすべ
ての教職員の安全を確認できました．このような巨大
災害の中で全員の安全確認ができましたことは不幸中
の幸いと存じます．
しかし，本センターの教職員の研究室があります合
同棟は，屋上ピロティーの部分の損壊と 4 ， 5 階部分
の湾曲など，甚大な物的被害があり，現在危険建物に
指定され，入棟することができない状況にあります．
一方，保健管理センター，学生相談所，キャリア支
援センター，入試センターは，学生支援の業務のため，
平常業務はできないものの，できるだけ学生諸君の不
安を取り除くための業務を続けているところです．
また，東京分室では本センター羽田教授，北原准教
授，串本講師，佐藤万知講師，教育学研究科田中真理
准教授，医学系研究科朝倉京子教授，丸山良子教授の
ご協力により，東京における本学学生の心的ケア，宿
泊施設斡旋など諸対応を行っているところです．
高等教育開発推進センターの皆様におかれまして
は，この未曾有の災害に立ち向かい，一日も早い復興
をするばかりではなく，この災害をバネにこれまでの
センターを凌駕する高等教育開発推進センターを作り
上げて参りましょう．皆様と共に力を尽くしていく覚
悟でございます．よろしくお願いいたします．
  平成23年 3 月18日
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高等教育開発推進センター教職員の皆様へ（2）
3 月11日（金）に発生しました東北地方太平洋大地
震，未曾有の巨大津波の到来から10日が過ぎ，極めて
甚大な被害状況が少しずつ明らかになって参りまし
た．また，福島原発の事故も加わり，まさに未曾有の
大災害となっております．被災された方々には衷心お
見舞い申し上げます．
さて，本学の安否確認調査，物的被害調査が進み，
全貌が判明してきつつあるとともに，本学全体が井上
総長のリーダーシップの下に復興へ向かって動き出す
新たなステージに入ってきました．本センターもでき
るだけ早い教職員の教育研究活動の再開を目指して，
皆様と共にスタートしたいと考えています．そのはじ
めとして本日 3 月22日の教員集会では，教職員の皆様
に本学並びに本センターの状況を説明し，皆様の状況
と照らし合わせて今後の復興に向けた意見交換を行い
たいと考えています．
尚，地震発生当日から今日まで，学生の支援のため
に休日返上で業務に携わっていただきました入試セン
ター，保健管理センター，学生相談所，キャリア支援
センターの皆様には心からお礼を申し上げたく思いま
す．また，本学東京分室において学生をはじめ本学関
係者の支援に当たられた本センターの羽田先生，北原
先生，串本先生，佐藤（万）先生，千葉先生，また，
共に支援活動を行っていただいた教育学研究科の田中
（真理）先生，工学研究科の吉信先生，医学系研究科
の朝倉先生，丸山先生，出江先生には心から感謝いた
します．
このような未曾有の災害からの復興，再建には皆様
の心身のパワーが最も大切です．高等教育開発推進セ
ンターの皆様におかれましては，この未曾有の災害に
立ち向かい，一日も早い復興をするばかりではなく，
この災害をバネに以前のセンターを凌駕する高等教育
開発推進センターを，共に創り上げて行きましょう．
  平成23年 3 月22日
高等教育開発推進センター教職員の皆様へ（3）
3 月11日（金）に発生しました東北地方太平洋大地
震，未曾有の巨大津波の到来から丸 2 週間が過ぎ，極
めて甚大な被害状況が少しずつ明らかになって参りま
した．また，福島原発の事故も加わり，まさに未曾有
の大災害となっております．被災された方々には心か
らお見舞い申し上げます．
さて，本学の安否確認調査，物的被害調査が進み，
全貌が判明してきつつあるとともに，本学全体が井上
総長のリーダーシップの下に復興へ向かって動き出す
新たなステージに入ってきました．本センターもでき
るだけ早い教職員の教育研究活動の再開を目指して，
皆様と共にスタートしました．そのはじめとして，こ
れまで危険建物として入室ができなかった合同棟の代
わりに講義室を使い，皆様の教育研究活動を始めてい
ます． 3 月24日には多くの教職員の皆様とともに，合
同棟からの重要資料等の運び出しを行い，また， 3 月
25日には講義室におけるスペースの割り振りを行い，
本格的に 4 月からの授業の準備態勢に入りました．こ
れまでの自宅待機命令は解除し，教職員の皆様ととも
に復興に向けた活動を始めています．
仙台のインフラも回復してまいりました．皆さまの
仙台での復活を願ってやみません．このような未曾有
の災害からの復興，再建には皆様の心身のパワーが最
も大切です．高等教育開発推進センターの皆様におか
れましては，この未曾有の災害に立ち向かい，一日も
早い復興をするばかりではなく，この災害をバネに，
以前のセンターを凌駕する高等教育開発推進センター
を，共に創り上げて行きましょう．
  平成23年 3 月28日
高等教育開発推進センター教職員の皆様へ（4）
3 月11日（金）に発生しました東北地方太平洋大地
震，未曾有の巨大津波の到来から丸 1 カ月が過ぎまし
た．この地震による東日本大震災において，1 か月たっ
た今でも 1 万数千名の行方不明の方がおられることに
心を痛めております．また，長期にわたる多数の方々
が避難生活を余儀なくされておられます．被災された
すべての方々に心からお見舞い申し上げます．
地震後の 1 カ月を振り返りますと，合同研究棟の損
壊や福島における原発事故，停電や断水，ガスや燃料
の不足から，いろいろと混乱したところもありました．
しかし，本センターは本学学生の安全安心の確保のた
め，様々な相談に応じることができるように，保健管
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理センター，学生相談所，キャリア支援センターの活
動を土日返上で行ってまいりました．また，本学を志
望する高校生等の諸君に対する情報提供のため，入試
センターも全力を尽くしてまいりました．さらに大学
教育支援センターの皆さまには，本学東京分室におい
て学生対象の支援活動を連日行っておりました．その
活動により，学生の心身にいたる二次的被害が防止さ
れ，大きな混乱を避けるにいたったのではないかと思
います．活動にあたられたセンターの教職員に心から
お礼を申し上げます．
さて，本学の安否確認調査，物的被害調査が進み，
全貌が明らかになり，復旧への活動が本格化する中，
本学全体が井上総長のリーダーシップの下に復興へ向
かって動き出しました．学事予定も公表され， 5 月 6
日（金）に入学式と部局のオリエンテーション， 5 月
7 日（土）に全学オリエンテーションと高等教育開発
推進センター学生相談所が主体となった学生生活に関
するセミナーの開催，そして 5 月 9 日（月）から新年
度の授業が開始になります．また， 5 月 9 日13:00～
は教養教育院主催の新入生歓迎セミナ 「ー教養とは？」
の開催も決定され，いよいよ新年度の本格始動に入り
ました．また，我々高等教育開発推進センターの教員
の居室もほぼ決定し，授業の開始に向け教職員一堂，
本格的に教育研究活動を活発化させています．
新年度が始まり，学生諸君がキャンパスに戻ってま
いりますと，これまで以上に学生諸君からの様々な相
談が寄せられてくることと思います．本センターの教
職員の皆さまには是非，引き続き，学生の視点を忘れ
ずに諸活動にご尽力いただきたいと思います．
この大災害は高等教育の在り方，高等教育がもたら
す社会貢献の在り方にとってこれまでにない切り口の
問題提起をしているように感じます．その新たな展開
を含め，高等教育開発推進センターの皆さまとともに
飛躍していく覚悟です．よろしくお願いします．
  平成23年 4 月11日
高等教育開発推進センター教職員の皆様へ（5）
2011年 3 月11日（金）に発生しました東北地方太平
洋沖地震による家屋の損壊，それによって引き起こさ
れた未曾有の巨大津波の被害，そして東京電力原子力
発電所の事故が加わった東日本大震災の発生から 2 カ
月が過ぎようとしています．しかし今尚，一万数千名
の行方不明の方がおられること，多数の方々が避難生
活を余儀なくされておられることに心を痛めておりま
す．被災されたすべての方々に心からお見舞い申し上
げます．
地震後 2 ヶ月間の日々を振り返りますと，本セン
ターのある川内北キャンパス合同研究棟の損壊，停電
や断水，ガスや燃料の不足，仙台周辺における公共交
通機関の不通，福島原発事故など，様々なことが時を
同じくして起こり，発生当初は混乱したところもあり
ました．それでも被災された人々は騒乱を起こすこと
なく，互いに助け合う姿を様々なところで見ることが
できました．これは日本人の気質であり，基礎的教育
の賜物とも思え，誇りにすら思えることでした．
また，地震直後から，文部科学省，各大学をはじめ，
日本並びに海外の多くの高等教育機関等の皆さま方か
ら心温まるご支援を賜り， 5 月 6 日には部局に分散し
ながらも入学式の開催， 5 月 7 日の全学オリエンテー
ションの開催， 5 月 9 日からは通常の時授業開催を果
たすことができました．これまで多大なご支援を賜り
ました皆さま方に心から厚く御礼申し上げます．
さて，高等教育開発推進センターは本学が国立大学
法人化となった2004年10月に大学教育研究センター，
アドミッションセンター，保健管理センター，学生相
談所，情報シナジーセンター情報教育研究部，留学生
センターの一部を改組，統合して設置されました．本
センターは，学部・大学院学生を対象とした高等教育
に関する研究開発，全学教育を中心とした高等教育の
実践，そして学生生活に対する支援など，学生教育に
かかわるすべての領域を統合的に行うことを使命とし
ています．そのために教員組織として高等教育開発部，
全学教育推進部，学生生活支援部に編成し，それぞれ
に 2 ～ 4 室を設けるとともに，それに対応した 5 つの
業務組織を機能させています．
このような組織編成は，ともすると単なる別組織の
集合体ともとれるかもしれません．確かに設立当初は，
入試は入試，授業は授業，支援は支援といったように
それぞれ独自の文化を持って相互の協働は密に行われ
ていなかったかもしれません．しかし，ここ数年の間
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に教員相互間の交流を深め，互いの専門を知り，理解
し，自らの専門に取り入れ，新たな事業を企画実施す
るようになってまいりました．たとえば，第二外国語
の教授法について実施教員からの問題点を議論し，そ
の解決のために高等教育開発教員がアンケート作成に
協力したり，学生相談教員がキャリアに関する学生の
相談を滞りなくキャリア支援教員と連携して当たるな
どの効果が現れてきています．また，その効果は今回
の東日本大震災でも発揮され，安否確認，非常時にお
ける学生支援，教職員全体の避難体制，そして，直接
的ではありませんが，今回の東京電力の事故に関して，
理科実験教員が放射能に関する専門的講演を行い，情
報を共有するなど，センターの教職員が一体感を持つ
ようになりました．
高等教育開発推進センターは，これからも各教員が
専門研究を深化させることはもちろん，他の教員の専
門を学び，自らの専門に生かして広範化させてあらた
な高等教育を推進していきたいと考えております．
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